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　1949 年 5 月 9 日の log book に "Machine in operation for first time. Printed table of squares 
(0-99)." と記入し，この日ケンブリッジ大学の EDSAC 完成．
　そのケンブリッジ大学の計算機センター．薄い反射板の中央を振動させて凹面鏡の焦点を変
えつつ，ディスプレイの画像を反射させて立体画像を作ろうと試みた．しかし反射板の発す騒
音がひどく（要するにスピーカーなのだ），諦めたらしい．立体視の夢は今だにいろいろな試み
を誘発している．新津靖の「裸眼立体視技術の最新動向」参照．
　SoC って？　システムオンチップのことで，いろいろな機能を 1 個のシリコンチップの上に
集成したものである．短期間に協調ソフトも含めて設計する最新技法を特集「システムレベル
デザイン」（エディタ片岡欣夫，ゲストエディタ荒木大，黒坂均）から読み取られたい．
　SoC の次は SQL．今は文字コード屋の芝野耕司が昔手がけた SQL も早 20 年の星霜を経た．

「SQL の 20 年と現状および今後の展開（前編）」は規格作業開始のころの歴史を振返る．
　Gap とは（昔からあるのか？）トランプの 1 人遊び．石畑清のプロムナードはその「Gap」．最
近はトランプ遊びも画面でやっている人が多い．シャッフルの手間がないもんな．
　Wiki．インターネット生活向上委員会は「Wiki で情報共有」（堂前清隆）で，HP に大勢で書
き込み，情報共有しようというもの．Wiki のページは一種独特の色調で，すぐにそれと分かる．
　先月の慶應義塾に続き，今月の情報技術と教育では白井克彦が早稲田大学の教育と情報技術
の関係を説く（「情報技術でオープン化する教育」）．大学がオープン化し，インターネットの講
義を聞き，試験がリモートモードなのも時代の趨勢だが，キャンパスや研究室の雰囲気も懐かし．
　国家がオープン化したのが EU だ．アメリカとは一味違った連合体だから「電子政府実現に
向けての欧州の取り組み」もユニーク．その事情を山岡正輝と廣田和也が解説した．
　鈴木英之進の「正確な学習よりも得する学習－誤分類コストを考慮する分類学習－ (2) 解決
編」ではサンプリング，クラス，アルゴリズムなど，手や品を変えての問題対処法を説明する．
　連載中のスマートタグは素子の話が終わり，規格，実装，普及の話へ移る．日本では村井
純が旗振る AutoID ラボと坂村健が引張るユビキタス ID センターが先陣を争う．今回はまず

「Auto-ID ラボとその活動」を宇夫陽次朗が紹介．
　名著名論．安浦寛人の解説する論理回路設計法の教科書は面白そう．論理回路は素子や実装
法で設計法も当然変わる．リレーの時代はリレーの個数を減らすべく，IC の時代は回線長を減
らすべく，要請は一変する．成瀬誠の方では，光が VLSI のレベルでも使えるというのも驚き
だが，これが 1980 年代の提案というのもすごい．Fourier 光学って光のスペクトルのことかな．
　ひろのかずおの「協創時代の知識経営に－知的プラットホーム寸描 (2) －」（日本の IT 事情）
の要はこの進化した世の中では組織化がおおごとだということ．F(n) なる式は実は n-1C2 だから
リーダーが自分以外から 2 人選ぶ場合の数だ．どう理解すべきか．
　アメリカ IT まわりは松尾和洋から「セマンティック Web は Next Big Thing?」が届く．日本
で国家プロジェクトを起こし，積極的に情報発信できればよかったというが，永遠の課題なる
AI に踏み出すほどには今の日本は元気はなさそう．（1023）
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